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１．学校紹介
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岐阜県立大垣特別支援学校

知的障害、肢体不自由、病弱の障害を受け入れている併置校

児童生徒数 ２３４名

所在地 岐阜県大垣市

＊巨大地震があった場合、市の約８割で

液状化現象

＊養老-桑名-四日市断層帯が近くにあり、

直下地震で大きな被害が想定
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大垣市



これまでの防災活動
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１．学校防災計画（災害対策マニュアル）を策定し様々な
災害に対応する体制づくりを進めてきた。

２．引き渡し訓練や安否確認に関する情報収集等、災害時
の対応について家庭と連携を図ってきた。

３．防災に関する地域との連携はほとんど行っていなかった。



児童生徒・職員の命を守りきることができる？

•児童生徒にもっと防災に触れてもらう。

→児童生徒が自分の命は自分で守ろうとする態度や知識、技能

の育成

・児童生徒の学習を家庭にフィードバックする。

→児童生徒の力で家族の命を守る

・学校、家庭、地域が連携する。

→共助の力で命を守り抜く
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～高める防災力の輪～

守ろう自分の命、家族の命
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学校・家庭・地域の防災力の輪を強化

学
校

家
庭

地
域

それぞれの防災力強化

防災力の輪を強化

自助・共助で命を守り抜く



２．活動報告
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学校 家庭 地域

①職員防災力テスト

②命を守る訓練
シェイクアウト訓練

③防災掲示板

④生活単元学習

⑦合同研修会⑤家庭の防災力を高める
情報発信
・家庭の減災力テスト
・情報発信

⑥災害伝言ダイヤル
クイズ
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①職員防災力テスト

★学校防災計画（災害対策マニュアル）の周知徹底
・これまでは冊子の回覧
→内容が理解できている？災害発生時、適切な行動ができる？

本当に確認できている？

○教育委員会が運用するグループウェアのアンケート機能使用
・全職員のパソコンにテスト用紙やテスト結果を配信できる。

○毎月実施
・学校防災計画（災害対策マニュアル）から４問出題
・回答集計
・テスト結果と解説配信
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正しいものを
チェック チェック数

正解率

正解率
80％以下は
要チェック
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②命を守る訓練・シェイクアウト訓練

命を守る訓練 シェイクアウト訓練

新型コロナの影響で…
・全校が集合できない
→訓練日を２日間設定（学部別）

・分散避難をマニュアルに追加
→避難場所を２カ所設定
（トランシーバーを使った連絡体制）

○毎月実施
→繰り返しの練習で定着
○非告知で実施
→より災害に近い状況で
○様々な警報音（受信機・スマホ）
→学校以外の場所での対応力
○シェイクアウトしたまま事後指導
→避難場所の安全確認
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③防災掲示板 いつでも・誰でも防災学習
○校舎１階中央廊下に設置
（児童生徒・職員・保護者）

○３ヵ月ごとに内容更新
①６～９月・・・備蓄について
②１０～１２月・・・地震対策
③１～３月・・・水害、土砂災害



14/27

④生活単元学習（防災学習）

小学部５年生
「まちたんけん」

見て・触れる
防災学習

地震で倒れてくるよ！
離れて歩こう！
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地図を作り 完成した地図ですごろく

楽しく・繰り返し
危険な場所、対応方法を確認使用後は交流校に提供
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中学部３年生
「守ろう自分の命、家族の命」 家族と取り組む

防災学習
校内・家庭内ＤＩＧ
○校舎内の危険な物や場所を調べ、対策方法を仲間と相談
○家族と一緒に家の中の危険な物や場所を調べ、対策方法を相談

資料制作・配付：清流の国ぎふ 防災・減災センター
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愛知県立豊橋特別支援学校との防災学習交流授業
○日時 令和２年１１月２０日（金） ９時３０分～１０時００分
○対象 両校とも中学部３年生
○内容 ①はじめのあいさつ ②学習発表（豊橋）＊質問タイム

③学習発表（大垣）＊質問タイム ④おわりのあいさつ

・豊橋特別支援学校の生徒に質問
「非常用リヤカーはどうやって使います
か？」

・校内、家庭内ＤＩＧで学習したことを発表
「枕元のガラスや人形がガシャーン！ドーン！と落ちてきます。」
「ベッドは窓から離す、枕元に物を置かないようにしましょう。」

仲間の質問に自分
の言葉で返答

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://jelly-media.jp/posts/7123&psig=AOvVaw1l060rvHClb2nEVV-lrkcc&ust=1610589038744000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCODX8_Dll-4CFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://jelly-media.jp/posts/7123&psig=AOvVaw1l060rvHClb2nEVV-lrkcc&ust=1610589038744000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCODX8_Dll-4CFQAAAAAdAAAAABAD
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高等部３年生
「修学旅行事前学習」 将来に生きる

防災学習

旅行先は安全？
○修学旅行先の高山市の地理・災害を調べよう
「旅行先は安全？どうやって調べよう？」

○ハザードマップを作成し、活動場所や避難場所、避難経路を確認

地震や大雨だけでなく、
雪による災害を知った

○インターネット等で
資料集め

○現地の人に聞い
てみよう！
→高山市在住の
教員に質問



19/27

ハザードマップを投影し
模造紙に下書き

被害想定場所に色画
用紙を貼る

ハザードマップに活動場所と
避難場所を記入し避難経
路を確認 ○土砂災害が多い

○活動場所、避難経路も
土砂災害警戒区域

○避難場所も遠い

早めの避難が必要
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⑤家庭の防災力を高める情報発信

家庭の減災力テスト
○実施月 ①７月 ②１２月
○実施方法 ・「減災教室」を使用 ＊１

・家庭で実施していただき、結果集計
・①で課題把握し情報発信、②で変容確認

＊１ 岐阜大学教授髙木朗義、一般財団法人Do It Yourself

第１回 家庭の減災力テスト（７月）
＜テスト結果＞
・平均点５０．４点
・風水害や土砂災害、近所づきあいの
項目の点数が低かった。
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家庭への情報発信（保健だより）

第２回 家庭の減災力テスト（１２月）
＜テスト結果＞
・平均点５４．３点
＊約４点高くなった
・風水害や土砂災害の項目の点数が
高くなった。

○保健だよりに防災情報を掲載（他分掌と連携）
○内容
・７月→地震発生時の避難方法
・９月→台風への備え

＊避難行動判断フロー配付
・１１月→避難所確認

＊新型コロナ対策含む
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⑥災害伝言ダイヤルクイズ

実際に災害伝言ダイ
ヤルを使う取組みへ

○期間 ８月３１日～９月５日（体験期間）

○内容 ①保護者案内（操作手順付）・解答用紙配付
②学校がキーワード録音「じしんダンゴムシ」
③学校が録音したキーワードを家庭で確認
回答用紙に記入

④回答用紙提出

資料配付の
啓発活動
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⑦合同研修会 自治会との合同研修会
○講師 伊藤三枝子様（清流の国ぎふ 女性防災士会会長）
○参加者 当校管理職、防災担当、自治会長、自治会防災士会

開放場所の確認
体育館・寄宿舎・グラウンドの図面でＨＵＧ
・収容人数が足りない
・コロナ対応を要検討
・必要物品の準備は？

様々な課題



３．成果・課題
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児童生徒

○防災に関して学習したことを自分の言葉で表
現したり、疑問に思ったことを聞くことができる
ようになった。

○自分の住んでいる地域の災害についてもっと
調べたいという感想があり、防災学習への意
欲の高まりが感じられた。（高等部３年生）

▲単元や学習内容の定着を図っていく。

▲緊急地震速報発表→シェイクアウトは身に付
いてきているが、揺れが先にきた場合の対応が
できない。
＊保護者の声より
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職員

○職員の防災意識調査
（１）学校防災計画（災害対策マニュアル） （２）防災意識は高まったか

の理解度は高まったか

11％

２％

11％

76％

１％

11％

80％

８％

水色・・・低くなった
赤 ・・・変わらない
灰色・・・高くなった
黄色・・・かなり高くなった

90％程度の職員の意識向上
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地域家庭

○家庭の防災意識が高まり、対策を考えたり、
実行したりしている家庭が増えた。
（家庭の減災力テスト結果より）

○避難所に関することについて、初めて自治会と
連携を図ることができた。

○自治会長さんの意識が変化
→避難所に指定されている施設の担当者が
集まる会議をしたい

→防災無線の実用性を検証

▲家庭の減災力テストや災害伝言ダイヤルクイ
ズの参加が全体の半分程度であった。
→より多くの家庭が参加できる工夫

▲学校の防災安全委員会（年３回）に出席
していただくなど、連携をより深めていく。

▲避難所運営に関する課題が山積
→定期的に検討できる体制



ご清聴ありがとうございました


